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公表の題名：ニューキノロン耐性肺炎マイコプラズマ－実験由来株について－ 
 
公表内容の概要（400字以内）：2000 年以降、マイコプラズマ肺炎の第一選択薬剤であるマ
クロライド系薬剤（MLs）に耐性を示す肺炎マイコプラズマの増加が問題となっており、こ
のため、成人領域では、ニューキノロン系薬剤（FQs）の使用が増加した。現在のところ、
FQs 耐性肺炎マイコプラズマ（FQMP）の臨床分離株は確認されておらず、実験由来株は
フランスの Grusonらの報告があるものの国内では報告がない。そこで、最近の臨床分離株
における FQs に対する薬剤感受性試験を実施し、FQMP の出現状況を調べるとともに、日
本の臨床分離株を用いた FQMPのセレクション実験にて出現の可能性を調べたので報告す
る。 


